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圧迫療法指導を行っている．用手的ドレナージや
弾性包帯法は施行していない．化学療法センター
所属のリンパ浮腫療法士1名のみが指導にあたっ
ており，負担が集中している．終末期患者の浮腫
治療は個々の症例により対処法が異なるため症例
の経験を共有し，検討を続けている．
Ⅳ．今後の課題
　勉強会などを継続して行い，スタッフのレベル
アップに努めること．リンパ浮腫療法士の適切な
配置・業務調整により，充実した内容の患者指導
を行える体制を構築することがある．また緩和目
的の浮腫治療についても事例を重ね，更なる検討
を行いたい．
